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と
べ
も
り
＋（
プ
ラ
ス
）

　

砥
部
町
と
松
山
市
に
ま
た
が
っ
て
、
え
ひ
め

こ
ど
も
の
城
、
と
べ
動
物
園
、
県
総
合
運
動
公

園
が
あ
り
ま
す
。
三
施
設
は
通
谷
池
を
挟
ん

で
隣
接
し
、
合
わ
せ
て
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超

え
る
四
国
屈
指
の
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

と
な
って
い
ま
す
。
愛
媛
県
で
は
、こ
の
三
施
設

に
伊
予
市
に
あ
る
「
え
ひ
め
森
林
公
園
」
を
加

え
て〝
と
べ
も
り
＋（
プ
ラ
ス
）〟と
呼
ん
で
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
に
は
、こ
ど
も
の
城
と
動
物
園
を

つ
な
ぐ
全
長
７
３
０
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン

が
オ
ー
プ
ン
。
エ
リ
ア
交
流
拡
大
推
進
事
業
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
６
年
度
か
ら
脱
炭
素

先
進
地
域
を
目
指
し
て「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
夢
プ
ロ

ジ
ェク
ト
」に
着
手
し
ま
す
。
将
来
的
に
は〝
と

べ
も
り
＋（
プ
ラ
ス
）〟
内
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
で
、
環
境
教
育
の
場
と

し
て
も
重
要
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、総
合
運
動
公
園
は
、令
和
７
年
開
催

の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
の
主
要
会
場

で
す
。
加
え
て
、
令
和
８
年
に
開
催
さ
れ
る
全

国
植
樹
祭
の
主
会
場
に
決
定
し
て
お
り
、施
設

の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

▲とべ動物園のジップライン乗り場からこどもの城を臨む。写真の右端には、
　こどもの城からジップラインで降りて来る人の姿があります。
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２
月
定
例
県
議
会
は
、
３
月
19
日
に
27

日
間
の
会
期
を
終
え
ま
し
た
。
２
月
議
会

は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

当
初
予
算
案
を
中
心
に
、
次
年
度
の
方
向

を
決
め
る
議
会
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
愛

媛
県
議
会
で
は
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
る
正

副
議
長
の
交
代
が
行
わ
れ
る
慣
例
と
な
って

い
ま
す
。
常
任
委
員
会
も
新
し
い
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

　

可
決
議
案
は
予
算
26
、条
例
29
、規
則
１
、

人
事
２
、
意
見
書
２
、
そ
の
他
11
で
す
。
な

お
、
伊
方
３
号
機
の
運
転
停
止
と
廃
炉
を

求
め
る
な
ど
の
請
願
３
件
を
不
採
択
と
し
て

い
ま
す
。

1 

当
初
予
算

　

令
和
６
年
度
当
初
予

算
は
、
一
般
会
計
が
７
︐

２
８
３
億
円
（
対
前
年
度

２
１
３
億
７
︐０
０
０
万

円
増
）
で
、
中
村
県
政

最
大
と
な
っ
た
昨
年
度
を

さ
ら
に
上
回
る
積
極
的

な
予
算
で
す
。

　

施
策
の
柱
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
や
、

Ｄ
Ｘ
推
進
に
は
前
年
度
と
同
程
度
の
予
算

を
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
経
済
の
活
性
化

で
は
、
県
内
企
業
の
海
外
進
出
支
援
や
観

光
客
誘
致
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
貸
し
付
け
た
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
償
還
開

始
を
見
据
え
て
、
中
小
企
業
向
け
の
貸
付

金
を
大
幅
に
拡
充
し
ま
し
た
。ま
た
、防
災・

減
災
対
策
で
は
、
能
登
半
島
地
震
を
受
け

て
木
造
住
宅
耐
震
診
断
や
改
修
へ
の
助
成

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
２
︐５
１
３
億
６
︐９
０
０
万

円
（
＋
５
億
４
︐９
０
０
万
円
）、
企
業
会
計

は
６
９
４
億
１
︐０
０
０
万
円
（
＋
４
億
３
︐

５
０
０
万
円
）
で
、県
全
体
の
予
算
規
模
は
、

１
兆
４
９
０
億
７
︐９
０
０
万
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。
主
な
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
人
口
減
少
対
策

　
　

 《
Ｒ
５
：
39
億
円

→
Ｒ
６
：
40
億
円
（
＋
１
億
円
）》

　

将
来
的
な
人
口
構
造
の
若
返
り
を
目
指

す
「
え
ひ
め
人
口
減
少
対
策
重
点
戦
略
」

の
も
と
オ
ー
ル
愛
媛
体
制
で
自
然
減
・
社

会
減
の
双
方
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
を

強
化
し
ま
す
。

•

人
口
減
少
対
策
意
識
啓
発
事
業

２
︐６
３
１
万
円

　

意
識
啓
発
強
化
期
間
を
設
け
集
中
的
に

広
報
を
行
う
ほ
か
、
企
業
の
経
営
層
や
若

手
従
業
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

•

え
ひ
め
人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金

15
億
３
︐１
７
４
万
円

　
メ
ニュ
ー
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
若
年
世
帯

の
育
児
用
品
・
省
エ
ネ
家
電
の
購
入
補
助
、

奨
学
金
返
済
支
援
事
業
の
対
象
年
齢
を
29

歳
か
ら
35
歳
ま
で
に
緩
和
。

愛
媛
県
議
会
定
例
会（
２
０
２
４
年
２
月
）の
概
要

【表１】 令和６年度　県当初予算の会計別規模
（単位：百万円、▲は減）

※端数四捨五入のため合計が合わない場合があります。

特
　
別
　
会
　
計

会 計 別 予算額 前年度同期比

企
業
会
計

一般会計 728,300 21,370
災害救助基金 2 ▲ 3 
国民健康保険事業 134,677 ▲ 3,567
母子父子寡婦福祉資金 515 ▲ 1 
中小企業振興資金 5 0
農業改良資金 7 1
国営農業水利事業負担金 330 ▲ 55 
県有林経営事業 218 ▲ 32
林業改善資金 230 34 
沿岸漁業改善資金 51 増減なし 
公共用地整備事業 2,417 570
港湾施設整備事業 15 増減なし
用品調達 306 増減なし
自動車集中管理 15 0
公債管理 112,449 3,628
奨学資金 132 ▲ 25 

計 251,369 549
電気事業 3,167 ▲ 1,067 
工業用水道事業 1,524 ▲ 146 
病院事業 64,718 1,648

計 69,410 435
合　計 1,049,079 22,355
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•
ひ
め
ボ
ス
宣
言
事
業
所
魅
力
化
支
援

１
億
１
︐３
３
５
万
円

　

女
性
活
躍
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援

双
方
に
取
り
組
む
事
業
所
（
従
業
員
20
～

３
０
０
人
）
を
認
証
し
、
奨
励
金
等
の
優

遇
措
置
を
す
る
こ
と
で
企
業
の
取
組
を
後

押
し
す
る
。

•

Ａ
Ｉ
活
用
型
移
住
相
談
機
能
強
化

１
︐５
７
１
万
円

　

対
話
型
Ａ
Ｉ
チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
、

相
談
窓
口
への
誘
導
促
進
を
図
る
。

（
２
）
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
　

 《
Ｒ
５
：
77
億
円

→
Ｒ
６
：
78
億
円
（
＋
１
億
円
）》

　

様
々
な
分
野
で
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
施
策

を
展
開
し
、
行
政
・
暮
ら
し
・
産
業
の
Ｄ
Ｘ

を
進
め
ま
す
。

•�

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
教
育
課
程
等
設
置

支
援　
　
　
　
　

�

２
億
１
︐８
２
４
万
円

　

愛
媛
県
が
目
指
す
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
に
向
け
た
教
育
課
程
等
を
新
設
す
る
県

内
大
学
に
対
し
、
新
設
に
係
る
初
期
費
用

を
支
援
。

•

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
エ
ヒ
メ
推
進
事
業

10
億
６
︐４
９
０
万
円

　

デ
ジ
タ
ル
関
連
企
業
と
行
政
が
連
携
し
、

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

現
場
実
装
推
進
。

•

樹
園
地
農
業
ス
マ
ー
ト
化
促
進９

６
０
万
円

　

県
営
事
業
で
造
成
し
た
樹
園
地
（
真
穴

地
区
）
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
融
合
し
た
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
施
設
を
モ
デ
ル
的
に
開
発
。

（
３
）
防
災
・
減
災
対
策

　
　

 《
Ｒ
５
：
１
５
５
億
円

→
Ｒ
６
：
１
２
７
億
円
（
▲
28
億
円
）》

　

国
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ
た
国
土
強
靭

化
５
か
年
加
速
化
対
策
に
対
応
し
た
12
月

補
正
予
算
（
２
９
４
億
円
）
と
合
わ
せ
た

「
16
か
月
予
算
」
と
し
て一体
的
に
編
成
し

て
い
ま
す
。

•

住
宅
耐
震
化
支
援　
１
億
２
︐７
９
８
万
円

　

前
年
度
よ
り
倍
増
。
改
修
・
設
計
３
０
０

戸
、
診
断
１
０
０
０
件
を
見
込
む
。
•

特
定
老
朽
危
険
空
家
等
除
却
促
進
事
業

９
︐４
２
０
万
円

　

市
町
が
行
う
除
去
事
業
を
補
助
。
前
年

度
よ
り
１
︐５
８
０
万
円
増
。

•

地
震
被
害
想
定
調
査　
９
︐３
４
８
万
円

　

国
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定

を
見
直
し
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、県

地
震
被
害
想
定
の
見
直
し
に
着
手
。
調
査
は

２
年
間
。
県
と
市
町
が
新
た
な
地
震
対
策

を
立
案
す
る
際
、共
通
の
基
礎
資
料
と
な
る
。

（
４
）
地
域
経
済
の
活
性
化

　

経
済
交
流
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
訪
問
し
た
イ
ン

ド
を
は
じ
め
と
す
る
国
々
と
、
県
内
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支
援
す
る
ほ
か
、
観
光
客

誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
小

企
業
の
資
金
繰
り
支
援
に
万
全
を
期
す
た

め
の
貸
付
金
を
大
幅
に
増
額
し
て
い
ま
す
。

•

松
山
空
港
国
際
線
活
性
化
事
業

７
億
６
︐４
６
５
万
円

　

�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
：
ゴ
ル
フ
場
視
察
ツ
ア
ー

な
ど
県
内
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
Ｐ
Ｒ
な
ど

　

�

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
：
パス
ポ
ー
ト
取
得
支

援
、
修
学
旅
行
経
費
の
助
成
な
ど

•

か
ん
き
つ
流
通
施
設
強
化
支
援

17
億
９
３
６
万
円

　

事
業
実
施
主
体
：
Ｊ
Ａ
西
宇
和
。
集

出
荷
施
設
を
再
編
統
合
し
Ａ
Ｉ
選
果
機
を

導
入
。

•

中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
金

１
︐０
８
９
億
８
︐０
０
０
万
円

　

実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資
（
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
）
の
返
済
本
格
化
な
ど
に
備
え

３
４
０
億
２
︐０
０
０
万
円
増
。

•

え
ひ
め
伝
統
工
芸
活
性
化
支
援
事
業

１
︐６
３
７
万
円

　

砥
部
焼
の
価
値
を
高
め
る
モ
デ
ル
窯
元
を

支
援
。
ま
た
、
販
売
力
強
化
の
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
開
催
や
、
産
地
の
底
上
げ
に
向

け
た
体
制
整
備
に
取
り
組
む
。

令和３年頃のJAにしうわ撰果場

窯業技術センターでは、原料配合条件の研究など砥部焼
の生産性効率化に向けた研究を進めます。
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えひめこどもの城

愛顔創出事業
・無料トランポリンほか周辺遊具のリニューアル
・7〜１０年度に整備する大型遊具の企画・設計

2億   675 万円

愛顔波及事業
・AR（拡張現実）を活用した広報や、ジップラインのテレビ・映画館でのプロモーション
・とべもり＋（プラス）での周遊促進イベント等に取り組みます。

3,471 万円

とべ動物園

とべ動物園施設整備
・間伐材を利用して藤棚を整備
・オランウータンの導入に向けて、既存類人猿舎改修検討

200 万円
800 万円

とべ動物園展示動物等購入費
・動物の購入や、動物の健康管理強化等に必要な医療器具の整備

8,152 万円

とべ動物園魅力向上戦略推進事業
・　《とべZOOイルミネーション》など定番イベント開催や、Webによる情報発信

1,907 万円

えひめ森林公園

とべもり＋ジャンピングイベントや森林公園体験イベントの開催 1.339 万円

とべもり＋（プラス）ゼロカーボン夢プロジェクト推進事業
　バイオマス発電・太陽光発電設備の導入や、エリア内「えひめエコ・ハウス」のZEB化（注2）改修等を実施

7,008 万円

とべもり＋（プラス）エリア交流拡大推進事業
　スマホアプリの機能強化や県内観光地からの移動手段確保によりエリア内周遊を円滑化するほか、連携
　イベント等を通じ周遊を活性化

3,096 万円

【表2】 令和6年度　とべもり＋（プラス）関連事業
とべもり＋（プラス）：えひめこどもの城、とべ動物園、県総合運動公園に「えひめ森林公園」を加えたエリア

とべもり＋（プラス）ゼロカーボン夢プロジェクト推進事業計画（案）

（端数四捨五入）

（注2）ZEB：消費する年間のエネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物

（
５
）
そ
の
他

•
県
立
図
書
館
の
耐
震
改
修

　

昭
和
50
年
建
築
の
現
図
書
館
の
耐
震
改

修
工
事
に
着
手
す
る
。
工
期
は
令
和
８
年

度
ま
で
。
７
年
２
月
か
ら
８
年
５
月
ま
で

仮
説
図
書
館
を
ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
に
開
設
。

改
修
工
事
後
の
再
オ
ー
プ
ン
は
８
年
８
月
を

予
定
し
て
い
る
。

　

�

耐
震
改
修
と
機
能
向
上
（
ト
イ
レ
の
洋

式
化
や
空
調
設
備
改
修
）３

︐２
４
０
万
円

　

仮
説
図
書
館
移
転
・
運
営６

︐３
４
０
万
円

•�

自
転
車
国
際
会
議
「Velo

ｰcity

（
ベ

ロ
シ
テ
ィ
ー
）」
（
注
１
）
誘
致１

︐０
８
０
万
円

　

令
和
９
年
ベロ
シ
テ
ィ
ー
開
催
を
目
指
し

て
、
６
年
６
月
ベ
ル
ギ
ー
で
開
催
さ
れ
る
会

議
に
出
展
し
、
９
月
ま
で
に
欧
州
サ
イ
ク
リ

ス
ト
連
盟
に
応
募
す
る
。
開
催
決
定
は
12

月
の
予
定
。

（
注
１
）�V

elo
ｰ
city

：
欧
州
サ
イ
ク
リ
ス
ト
連
盟
主
催
の

世
界
最
大
級
の
自
転
車
国
際
会
議
。
自
転
車
政

策
決
定
者
な
ど
（
１
千
～
１
千
５
百
人
規
模
）
が

集
い
、
観
光
、
安
全
利
用
、
都
市
計
画
な
ど
様
々

な
議
題
を
議
論
す
る
ほ
か
、
自
転
車
パ
レ
ー
ド
等

を
実
施
。

•�

「
と
べ
も
り
」
関
連
予
算

①�

と
べ
も
り+

（
プ
ラ
ス
）
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
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７
︐０
０
８
万
円

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
・
太
陽
光
発
電
設
備
の

導
入
や
、
エ
リ
ア
内
「
え
ひ
め
エコ・ハ
ウ
ス
」

の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
等
を
実
施
し
、
エ
リ
ア
を

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
先
進
地
域
と
す
る
。

②�

と
べ
も
り+

（
プ
ラ
ス
）
エ
リ
ア
交
流

拡
大
推
進
事
業　
　

��
３
︐０
９
６
万
円

　
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
機
能
強
化
や
県
内
観
光

地
か
ら
の
移
動
手
段
確
保
に
よ
り
エ
リ
ア
内

周
遊
を
円
滑
化
す
る
ほ
か
、
連
携
イ
ベン
ト

等
を
通
じ
周
遊
を
活
性
化
す
る
。

③�

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
導
入
に
向
け
て
、

既
存
類
人
猿
舎
改
修
検
討

８
０
０
万
円

2 

補
正
予
算

　

令
和
５
年
度
２
月
補
正
予

算
で
は
、
一
般
会
計
が
国
の
内

示
減
な
ど
に
伴
い
１
４
０
億
８
︐

０
９
１
万
円
を
減
額
し
、
累
計
８
︐

０
１
９
億
４
︐２
５
７
万
円
。
特
別

会
計
が
13
億
３
︐
４
５
７
万
円
の

増
額
で
、
累
計
２
︐
５
２
２
億
３
︐

５
０
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
は
県
立
学
校

教
育
環
境
整
備
基
金
な
ど
６
基
金

へ
の
積
み
増
し
な
ど
２
４
５
億
３
︐

４
６
２
万
円
を
追
加
計
上
す
る

一
方
で
、
国
の
内
示
額
減
に
よ

り
執
行
で
き
な
か
っ
た
事
業
や
、

公
債
費
利
子
の
不
用
額
な
ど

３
８
６
億
１
︐５
５
３
万
円
を
減
額

し
て
い
ま
す
。

（
１
）
一般
会
計
（
増
額
分
）

•�

デ
ジ
タ
ル
化
対
応
教
育
設
備
整

備　
　
　
２
億
８
︐０
０
０
万
円

　

普
通
科
設
置
の
県
立
高
校
等

を
対
象
に
国
の
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
指
定
を
受
け
、
理
数
分
野
の
選

択
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
を
整

備
。

【表3】 令和5年度　2月補正予算の概要（一般会計）

【表4】 令和5年度　2月補正予算（特別会計）

一般会計の計 ▲140億 8,091 万円
増額分 245億 3,462 万円
デジタル化対応教育設備整備
公立学校情報機器整備基金積立金
介護・障がい福祉職員の処遇改善
高齢者・障がい福祉施設の防災・減災対策
直轄事業負担金（道路・ダム等）
税関係交付金等
職員退職手当基金積立金
県立学校教育環境整備基金など6基金への積み増し

2億 8,000 万円
8億 3,627 万円
5億 7,717 万円
2億 1,457 万円

17億 9,857 万円
11億    985 万円
18億円  　　　　

169億円  　　　　
など

減額分  《国内示の減、公債費利子の減等による不用額》 ▲386億 1,553万円
（端数四捨五入　▲は減）

特別会計の計 13億 3,457 万円
（1）増額分 21億 2,931 万円

国民健康保険事業
県有林経営事業

19億 6,556 万円
6,592 万円

など
（2）減額分 ▲7億 9,479 万円

国営農業水利事業負担金
県有林経営事業
公債管理特会

▲8,059 万円
▲1,514 万円

▲6億 9,901 万円
（端数四捨五入　▲は減）

改修が検討されている類人猿舎
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•
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
基
金
積
立
金

８
億
３
︐６
２
７
万
円

　

児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
や
入
出
力
支

援
装
置
の
更
新
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る

た
め
、
国
の
補
助
金
を
原
資
と
し
た
基
金

を
創
設
し
、
そ
の
資
金
を
積
立
る
。

（
２
）
特
別
会
計
（
増
額
分
）

•

国
民
健
康
保
険
事
業19

億
６
︐５
５
６
万
円

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
係
る
決
算
剰
余

金
の
積
立
て
な
ど
。

•

県
有
林
経
営
事
業　
　
６
︐５
９
２
万
円

　
一般
会
計
か
ら
の
貸
付
金
の
返
済
。

3 

条
例

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•�

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
と
住

民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
を
改
正
し
、

次
の
県
事
務
で
個
人
番
号
と
本
人
確
認

情
報
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
・�

Ｂ
型
及
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

肝
が
ん
等
の
治
療
の
た
め
必
要
な
医
療

費
の
助
成
事
務

　
・�

特
定
疾
患
の
治
療
の
た
め
必
要
な
医

療
費
の
助
成
事
務

　
・�

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
の
治

療
の
た
め
必
要
な
医
療
費
の
助
成
事
務

•�

公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
基
金
条
例

（
新
規
）

　

国
の
補
助
金
を
原
資
と
し
て
、
５
年
度

に
８
億
３
６
２
７
万
円
を
積
み
立
て
ま
す
。

６
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で
積
立
金
を
活

用
、
11
年
３
月
末
で
基
金
は
廃
止
。

•�

学
校
職
員
定
数
条
例
を
改
正
し
、
県
立

学
校
（
特
別
支
援
学
校
含
む
）
と
、
市

町
立
学
校
の
職
員
合
わ
せ
て
20
人
増
員

4 
人
事

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
高
橋
正ま

さ

浩ひ
ろ

代
表
監

査
委
員
に
代
わ
っ
て
髙
石
淳じ

ゅ
ん

氏
、
議
員
選

出
監
査
委
員
の
大
西
誠
議
員
に
代
わ
って
大

石
豪
（
新
居
浜
市
選
挙
区
・
３
期
）
議
員

を
選
任
し
ま
し
た
。

5 

意
見
書

　

Ｊ
Ｒ
四
国
の
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
・
確
保

を
求
め
る
意
見
書
と
、
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靭
化
対
策
の
着
実
な
推
進
を
求
め
る

意
見
書
を
可
決
。
リ
ベラ
ル
愛
媛
な
ど
か
ら

提
出
さ
れ
た
政
治
の
信
頼
を
取
り
戻
す
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
を
否
決
し
ま
し
た
。

6 

そ
の
他

•�

包
括
外
部
監
査
（
注
３
）
契
約
の
締
結
（
１
︐

１
６
０
万
円
）

•�

県
立
病
院
の
診
療
費
未
払
金
（
１
３
８

人
：
１
︐３
１
４
万
円
）
な
ど
回
収
不
能

と
な
っ
た
債
権
の
放
棄

•�

土
地
改
良
事
業
や
土
木
建
設
事
業
等
の

負
担
額
の
変
更

•�

自
動
車
事
故
な
ど
の
賠
償
額
の
決
定
に
つ

い
て
承
認
（
１
件
）
及
び
報
告
（
２
件
）

•�

国
道
１
９
７
号
大
根
第
二
橋
（
大
洲
市
）

と
国
道
３
７
８
号
高
野
川
橋
（
伊
予
市
）

の
工
事
請
負
契
約
の
締
結

•�

県
庁
第
二
別
館
新
築
工
事
の
請
負
額

変
更
。
工
事
現
場
の
土
壌
か
ら
環
境
基

準
を
超
え
る
六
価
ク
ロ
ム
が
検
出
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
土
壌
処
理
の
工
事
を

追
加
し
ま
す
。
変
更
後
の
請
負
額
は
、

２
億
２
︐５
６
８
万
円
（
税
込
）
増
額
の

69
億
５
９
８
万
円
で
す
。

（
注
３
）�

包
括
外
部
監
査
：
弁
護
士
や
公
認
会
計
士
な
ど

外
部
の
監
査
人
と
契
約
を
結
ん
で
予
算
の
使
い
方

に
つい
て
監
査
を
受
け
る
こ
と
。
地
方
自
治
法
で
、

都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、
中
核
市
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
最
終
日
に
は
高
山
議
長
、
福
羅

副
議
長
の
辞
任
に
伴
う
正
・
副
議
長
選

挙
が
あ
り
、
新
議
長
に
三
宅
浩
正
議
員

（
自
由
民
主
党
、
松
山
市
・
上
浮
穴
郡

選
挙
区
、
当
選
５
回
）、

副
議
長
に
松
尾
和
久

議
員
（
自
由
民
主
党
、

松
山
市
・
上
浮
穴
郡

選
挙
区
、
当
選
４
回
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
任
委
員

会
と
議
会
運
営
委
員

会
の
編
成
変
え
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
私
は
新
し
い
常
任
委
員

会
で
は
、
総
務
企
画
委
員
会
に
籍
を
置

き
ま
す
。
な
お
、
引
き
続
き
県
の
監
査

委
員
を
務
め
ま
す
。

議事堂議長室で、三宅新議長（右）と
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日
雑
日
感

授
業
を
行
う「
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス（
仮
称
）
」
新
設
な
ど
の
存
続
計
画

が
評
価
さ
れ
て
、
統
合
対
象
高
の
中
で
唯

一
存
続
が
決
ま
り
ま
し
た
▼
町
で
は
全
国

か
ら
生
徒
を
募
集
す
る
こ
と
を
想
定
し
、

寮
の
建
設
を
計
画
。
建
設
費
８
億
円
を
盛

り
込
ん
だ
令
和
６
年
度
当
初
予
算
が
可
決

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
７
年
度
か
ら
は

２
ク
ラ
ス
80
人
の
生
徒
を
募
集
す
る
計
画

で
す
。
国
全
体
で
子
ど
も
が
減
っ
て
い
く

中
、
か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
思
え
ま
す

が
、
鍵
は「
学
校
の
魅
力
」と「
地
域
の
魅

力
」
で
す
。
新
派
の
名
優
井
上
正
夫
を
輩

出
し
、
歌
人
の
吉
井
勇
が「
陶
物
に
旅
の

歌
な
ど
書
き
つ
く
る　

砥
部
風
流
の
お
も

し
ろ
き
か
な
」と
詠
ん
だ「
焼
き
物
の
里
」

砥
部
。
分
校
支
援
と
同
時
に
改
め
て
、
地

域
を
見
直
す
機
会
と
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
が
大
切
で
す
。

▼
２
月
13
日
伊
予
地
区
農
業
改
良
普
及
事

業
推
進
協
議
会
等
が
中
心
に
な
っ
て
農

業
・
生
活
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、

会
場
の
松
前
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
関

係
者
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
私

も
久
々
に
参
加
。
貴
重
な
研
究
発
表
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
伊
予

農
業
高
校
希
少
植
物
群
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
発
表
し
た「
塩
屋
海
岸
に
漂

着
す
る
肥
料
殻
に
つ
い
て
」
は
、
農
業
と

自
然
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
示
唆

に
富
む
も
の
で
し
た
。
海
の
環
境
そ
し
て

生
態
系
に
影
響
を
与
え
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
。
そ
の
原
因
の
一
つ
が
、「
粒
状

肥
料
」
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
被
膜
で
す
。
肥

料
を
扱
う
関
係
者
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
被

膜
の
問
題
を
聞
い
て
み
ま
し
た
が
、
認
識

は
あ
る
け
れ
ど
も
解
決
は
ま
だ
先
の
よ
う

で
、
歯
切
れ
の
悪
い
答
え
で
し
た
▼
お
り

し
も
、
国
内
で
複
数
の
人
か
ら
採
取
さ
れ

た
血
液
に「
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
呼

ば
れ
る
直
径
千
分
の
１
ミ
リ
以
下
の
極
め

て
小
さ
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒
子
が
含
ま
れ

て
い
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
人
の

血
液
中
か
ら
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
検

出
さ
れ
た
の
は
国
内
で
は
初
め
て
と
の
こ

と
。
検
出
量
は
わ
ず
か
で
、
直
ち
に
影
響

の
出
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
や
は
り
心
配
で
す
。

▼
昨
年
７
月
か
ら
県
下
全
域
で
運
用
が

始
ま
っ
た
＃
７
１
１
９（
シ
ャ
ー
プ
・
ナ

ナ
・
イ
チ
・
イ
チ
・
キ
ュ
ウ
）。「
す
ぐ
に

病
院
に
行
っ
た
方
が
よ
い
か
」「
救
急
車
を

呼
ぶ
べ
き
か
」
と
悩
ん
だ
り
、
た
め
ら
う

時
の
相
談
電
話
で
す
。
医
師
や
看
護
師
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
相
談
員
が
、
電

話
口
で
症
状
な
ど
を
聞
き
取
り
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
▼
２
月
県
議
会
の
公
明
党
笹

岡
議
員
の
質
問
に
、
菅
保
健
福
祉
部
長
は

「
想
定
を
超
え
る
月
平
均
１
︐５
０
０
件
の

利
用
が
あ
る
。
対
応
内
容
と
し
て
は
、
翌

日
以
降
の
受
診
を
助
言
し
た
も
の
が
40
％

あ
り
、
救
急
車
や
救
急
機
関
の
負
担
軽
減

に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
、
夜
間
や
休
日
の
相
談
の
割
合
が
８
割

を
超
え
て
お
り
、
医
療
機
関
に
直
接
相
談

で
き
な
い
時
間
帯
に
お
け
る
相
談
窓
口

と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
」と
答

弁
。
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
▼
一
方
、
救

急
の
現
場
で
は
、
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行

し
て
か
ら
救
急
車
の
出
動
は
増
加
。
隊
員

か
ら
は「
効
果
は
ま
だ
実
感
で
き
な
い
」

と
言
っ
た
声
が
あ
り
ま
す
。
＃
７
１
１
９

が
救
急
現
場
の
状
況
を
解
決
で
き
る
の
か

…
。
評
価
に
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
な

よ
う
で
す
。
な
お
、
子
ど
も
の
相
談
電
話

〝
＃
８
０
０
０（
シ
ャ
ー
プ
・
ハ
ッ
セ
ン
）〟

は
、
平
成
16
年
に
始
ま
り
既
に
全
国
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
存
知
で
し
た
か
。

▼
一
昨
年
県
教
育
委
員

は
、
10
か
年
の「
県
立
高
校

振
興
計
画
」
の
内
、
前
期

計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

同
計
画
で
は
、
現
在
県
内
に
あ
る
55
校
を

令
和
９
年
度
ま
で
に
45
校
に
統
合
・
再
編

し
ま
す
。
砥
部
町
岩
谷
口
に
あ
る
松
山
南

高
砥
部
分
校
は
、
伊
予
高
に
統
合
さ
れ
る

計
画
案
で
し
た
が
、
砥
部
分
校
存
続
の
会

と
砥
部
町
が
提
案
し
た
、
民
間
会
社
が
校

内
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
て

２月14日砥部分校で公開されたゲームクリエーションコースの模擬授業

「塩屋海岸に漂着する肥料殻」について発表する、
伊予農業高校の希少植物群保全プロジェクトチーム
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晴走雨読
私の本棚

せ そ ど
い うう く

女
性
遍
歴
を
す
る
源
氏
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
謹

訳
版
で
は
、
第
５
巻
ま
で
で
す
。
第
二
部
は
、
若わ

か
な
の
じ
ょ
う

菜
上

か
ら
第
四
十
一
帖
幻ま

ぼ
ろ
しま

で
で
、
光
源
氏
の
深
ま
る
苦
悩

や
老
い
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
謹
訳
版
で
は
、
第
６
巻
、

７
巻
で
す
。
そ
れ
以
下
が
第
三
部
で
す
。
匂

に
お
う
ひ
ょ
う
ぶ
の
き
ょ
う

兵
部
卿

か
ら
夢ゆ

め
の
う
き
は
し

浮
橋
ま
で
。
光
源
氏
の
死
後
、
そ
の
子
や
孫
が

繰
り
広
げ
る
ド
ラ
マ
を
描
い
て
い
ま
す
。
物
語
は
、
源

氏
が
生
れ
て
か
ら
そ
の
死
後
も
続
き
、
七
、八
十
年
に
わ

た
る
長
い
も
の
で
す
。
そ
の
間
に
５
百
人
を
超
え
る
人

物
が
登
場
し
ま
す
。
作
者
は
紫
式
部
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
色
々
な
人
が
手
を
加
え
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
は
、
珍
し
く
平

安
時
代
。
主
人
公
は
、
紫
式
部
と
藤
原
道
長
で
す
。

式
部
は
、
道
長
の
娘
で
一
条
帝
の
中

宮
（
皇
后
）
で
あ
る
彰あ

き

子こ

に
仕
え

て
い
ま
す
の
で
、
道
長
と
い
う
権
力

者
が
、
源
氏
物
語
に
影
響
し
て
い

る
こ
と
は
想
像
で
き
ま
す
。
な
お
、

同
時
代
の
清
少
納
言
は
一
条
帝
の

も
う
一
人
の
皇
后
藤
原
定
子
の
女

官
で
す
。
大
河
ド
ラ
マ
の
中
で
は
、

紫
式
部
は
「
ま
ひ
ろ
」、
清
少
納

言
は
「
き
き
ょ
う
」
と
し
て
登
場

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
「
源

氏
物
語
」
や
「
枕
草
子
」
を
、
開

い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

愛媛県議会議員

松下 行吉  まつした  ゆきよし

〒791-2141　愛媛県伊予郡砥部町岩谷口 135
TEL 089-969-3605　FAX 089-969-3606
Email：matsushita31@iyo.ne.jp
http://www.iyo.ne.jp/matsushita31/
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千
年
を
超
え
る
時
間
の
中
、
人
々
に
読
み
継
が
れ
、

語
り
継
が
れ
て
き
た
源
氏
物
語
。
現
代
語
訳
も
、
明

治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
与
謝
野
晶
子
の
「
新
訳
源
氏

物
語
」
に
始
ま
り
、昭
和
に
入
る
と
同
じ
く
晶
子
の
「
新

新
訳
」
と
谷
崎
潤
一
郎
の
三
つ
の
訳
が
あ
り
ま
す
。
戦

後
の
現
代
語
訳
は
円
地
文
子
や
田
辺
聖
子
、
瀬
戸
内

寂
聴
と
、
昭
和
を
代
表
す
る
女
性
作
家
が
執
筆
し
て

い
ま
す
。
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
も
、
大
塚
ひ
か
り
、

角
田
光
代
、
そ
し
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
林
望
の
「
謹
訳
」

と
次
々
と
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

源
氏
物
語
は
、
誰
も
が
挑
戦
し
途
中
で
挫
折
し
た
記

憶
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
「
謹
訳
」、
分
厚
く
見

た
だ
け
で
気
後
れ
し
ま
す
が
、
開
い
て
み
る
と
過
剰
な

敬
語
が
な
く
主
語
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
わ
り
と

読
み
易
く
な
っ
て
い
ま
す
。
全
巻

読
破
す
る
に
は
最
適
で
す
。

　

私
の
乏
し
い
知
識
の
中
で
源
氏

物
語
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
物
語
は
五
十
四
帖

か
ら
成
り
、
各
帖
が
そ
れ
ぞ
れ
で

完
結
。
そ
の
集
合
体
と
し
て
一
つ

の
小
説
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

五
十
四
帖
は
、
大
き
く
三
部
に
分

け
て
考
え
る
の
が
定
説
で
す
。
第

一
部
は
桐き

り

壺つ
ぼ

か
ら
第
三
十
三
帖

藤ふ
じ
の
う
ら
ば

裏
葉
ま
で
。
主
人
公
光
源
氏
の

誕
生
か
ら
、
栄
華
を
求
め
な
が
ら
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